
サ
ン

部
西
北
方
に
在
る
山
。
一一HM
さ
三
七
二
米
。

ザ
ン
シ
ユ
ウ
三
州

加

賀
滞
で
は
加
到
・
能
稜
・

越
中
を
略
し
て
三
州
と
い
・
ぬ
こ
と
が
佐
々
あ
る
。
越

殺
到
三
州
志
が
-
辿
泊
三
州
志
の
名
を
以
て
行
は
れ
る

が
如
き
は
そ
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
=一
河
凶
も
三

州
と
い
ひ
、
鹿
児
島
裕
一
し
は
巌
陣
大
附
・日
向
を
三

州
と
い
ふ
か
ら
、
彼
是
協
同
し
易
い
恐
れ
が
あ
る
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
イ
ッ
ト
ウ
キ
三
州
一

統

記

六
加。

北
凶
会
太
平
担
中
、
前
旧
民
に
聞
係
あ
る

m項
を
銭

円
し
た
も
の
で
、
天
正
十
年
利
心
掛
が
柴
川
初
来
智
と

uハに
、
越
中
品
周
知
征
伐
に
従
う
た
時
か
ら
、
殴
長
治

年
大
事
寺
戦
後
利
長
が
江
沼
・
能
尖
二
郎
を
府
封
せ

ら
れ
る
に
及
ん
で
阿
る
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
エ
ン
カ
ヲ
ズ
フ
三
州
沼
輩
圏
諸

二
加
。
白
川
奴
川
崎
柄
。
水
戸
の
山
部
制
43
阪
市
仙
の
新
本

籾
沿
草
地
附
に
倣
う
て
、
加
給
能
一
=
…
州
鎖
中
山
の
腕
節

沿
革
を
、
天
正
九
卵
白か
ら
沈
氷
イ
六
年
ま
で
十

一
附

に
描
い
た
も
の
。
徒
に
越
資
自
三
州
芯
の
一
部
分
に

な
っ
た
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
エ
ン
ツ
ウ
デ
ン
三
州
国
遇
偲

岡山

姿
水
の
一
刊
で
、
加
能
越
三
州
に
安
む
す
る
似
附
t
n
の

滋
験
を
出
い
た
も
の
だ
と
い
」
が
、
到
存
ず
る
か
否

か
は
静
か
で
な
い
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
ォ
ン
フ
三
州
御
諮

問

加

。
別
に

興
本

七
加
あ
っ
て
共
に
未
定
稿
で
あ
る
。
編
者
不

許

o
m
m利
家
以
来
関
取
に
主
る
滞
侯
山奈川
町
都
知

の
年
出
酷
で
あ
る
。

ザ
ン
シ
ユ
ウ
カ
イ
サ
安
キ
ホ
ン
コ
ウ
三
州
改
作

起
本
考

一
加
。
前
凶
利
陥
の
工
夫
し
た
附凶
作
法
の

施
行
に
就
い
て
、
そ
の
飢
末
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

ザ
ン
シ
ユ
ウ
カ
主
ナ
カ
ヂ
ユ
ラ
イ
シ
ヨ
三
州
万

鍛
冶
由
来
書

一
加
。

F
r
保
五
年
正
且
諒
附
か
ら
領

内
の
刀
鍛
冶
制
査
を
命
じ
た
時
、
務
伎
の
命
に
よ
っ

て
人
別
に
閉口
出
さ
し
め
た
も
の
込
別
で
あ
る
。

サ
ン
ジ
ユ
ウ
カ
リ
三
十
苅

石
川
郷
白
樫
庄
に

在
る
部
糾
。
航

七
夕村
の
内
で
、
古
へ
は
制
三
十
苅

と
い
う
た
。

ザ
ン
ジ
ユ
ウ
カ
リ
ウ
リ
三
十
苅
瓜

石
川
市
三

十
苅
村
で
士
口
へ
多
く
瓜
を
作
。
、
絡
協
又
は
干
瓜
に

製
し
た
。
後
に
援
瓜
の
大
な
る

一一
肢
を
三
十
苅
と
い

ふ
こ
と
に
な
っ
た
。

ザ
ン
シ
ユ
ウ
キ
三
州
記

セ
キ
シ

=一
州
名
跡
芯
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
キ
ダ
ン
三
州
奇
談

前

編
十
件甘

後
編
十
六
容
。
期
安
水
封
。

加
能
越
三
州
に
於
け
る

奇
談
を
総
せ
る
。
以
眠
帥
に
、
れ
柳
舎
の
門
人
水
器

h
f
鐙
能
俗
名
住
吉
庄
次
郎
右
衛
門
と
い
」
も
の
老
い

て
泊
人
の
如
〈
に
な
っ
た
が
‘
加
能
踏
の
奇
慌
な
物

訴
を
絡
め
て
ゐ
た
の
を
、
姿
水
が
一
=
…
州
都
粍
談
と
凶

し
て
述
作
し
た
と
い
」
の
は
、
こ
の
三
州
許
可
談
の
こ

と
で
あ
ら
う
。

J
サ
y
y
ユ
ウ
メ

イ

サ
ン
シ
ユ
ウ
キ
リ
ヤ
タ
三
州
紐
略

四

加
。
天

文
七
年
か
ら
町
永
七
作
に
京
る
ま
で
の
加
能
健
三
州

の
担
郡
で
あ
る
。

ザ
ン
シ
ユ
ウ
コ
ウ
ギ
ロ
テ
=
一
州
孝
義
録

一点加。

加
結
能
三
州
ネ
混
鈴
と
も
い
ふ
0

・文
政
民
民
金
岩
維

新
一
世
。
諸
政
元
年

・
文
化
六
年
桜
山
川
に
於
い
て
夜
行

し
た
キ
議
録
・
同
約
箭
に

総
せ
ら
れ
、
及
び
滞
の
践

表
し
た
忠
臣
年
子
烈
船
二
百
二
十
三
人
の
停
を
記

し
、
文
政
八
年
間
耐
侠
に
呈
し
た
も
の
で
あ
る
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
ゴ
ウ
シ
ョ
ウ
ワ
ケ
ム
ラ
ヅ
ケ
チ
ョ
ウ

=
州
郷
医
分
村
附

帳

一

加
。
加
裂
滞
領
内
各
泌
の

村
名
を
郷
庄
分
に
し
て
総
せ
た
も
の
。

此
容
の
郷
庄

は
、
前
旧
綱
紀
の
貸
永
六
年
に
淵
資
し
て
定
め
た
・
も

の
で
あ
る
が
、
古
短
銃
と
比
較
す
る
と
符
合
し
な
い

も
の
が
あ
る
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
サ
ン
セ
ン
キ
ユ
ウ
セ
キ
シ
三
州
山

川
容

蹟

誌

前

m
E教
の
貸
出
悶
十
三
四
年
に
領
内
村

村
の
岱
跡
・
城
却
・
枇
寺
・
棉明器・
山
川
・
湖
沼
・橋
梁
・

歪
物
容
を
皆
上
げ
し
め
た
も
の
で
、
非
常
に
精
細
な

も
の
で
あ
る
。

ザ
ン
シ
ユ
ウ
シ
三
州
志

ユ
ウ
ジ
越
脅
賀
三
州
志
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
ジ
イ
ン
ラ
イ
レ
キ
三
州
寺
院
楽
屋

l
ジ
ヨ
ウ
キ
ヨ
ウ
ユ
ラ
イ
シ
ヨ
貞
平
耐
来
笥
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
シ
キ
シ
ヤ
キ
三
州
式
社
記

J
シ

キ
ナ
イ
ト
ウ
キ
ユ
ウ
シ
ヤ
キ
式
内
等
山
田
祉
担
。

」
エ

ツ
ト

ガ
サ
y
y

サ
ン
シ
ユ
ウ
シ
キ
ナ
イ
ジ
ン
ジ
ャ
コ
ウ
三
州
式

内
神
社
考

一

加
。
自
問
罰
則
者
。
詰
述
図
録
に
米

金
脱
稿
と
あ
る
が
、
今
存
在
し
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
シ
キ
ナ
イ
ジ
ン
ジ
ヤ
ソ
ン
メ
イ
リ
ヤ

h
y
キ

三

州

式
内
神
枇
尊
名
暗

記

一

加
。
加
能
組

式
内
祉
の
祭
神

・
銀
座
地
臨
す
を
附
記
し
た
も
の
。
延

手
四
年
の
鍍
認
で
あ
る
か
ら
、
承
胞
の
式
内
等
部
位

記
に
比
べ
る
と
、
併
肺
山
也
築
設
を
生
じ
て
ゐ
る
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
シ
ヨ
ゴ
ウ
ソ
ン
セ
キ
三
州
諸
郷
村

籍

三
加
。
町
田
法
問
者
。

加
能
越
諦
郷
村
時
間
と
も

い
ふ
。
領
内
緒
川
郷
庄
保
の
関
村
及
び
そ
の
校
村
の

名
を
但
し
、
紛
ら
出
山
間附簡

・
大
器
寺
掛
川
領

-
nh附

鎖
・
土
方
領
の
村
川
山
を
も
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
ジ
ン
ジ
ヤ
ラ
イ
レ
キ
=
一
州
神
社
来

歴

4
ジ
ヨ
ウ
キ
ヨ

ウ
ユ
ラ

イ
シ
ヨ
貞
享
陶
来
書
。

ザ
ン
シ
ユ
ウ
ダ
イ
ロ
ス
イ
ケ
イ
三
州
大
路
水
経

加
越
能
大
給
水

J
カ
エ
ツ
ノ
ウ
〆
イ
ロ
ス
イ
ケ
イ

経。
サ
ン
シ
ユ
ウ
ダ
イ
ロ
ド
ウ
テ
イ
キ
三
州
大
路
道

程
記
一

加
。
加
越
能
三
州
大
絡
道
強
記
と
も
い
ふ
。

領
内
の
官
道
・支
逝
・各
村
附
の
竪
強
・江
河
の
深
抽出
、

俄
梁
の
間
数
、
海
路
の
邸
降
、
港
跨
の
大
小
等
を
持

三
五
ニ

記
し
た
も
の
。
前
田
利
前
段
闘
の
時
の
調
査
で
、
容

宋
に
正
保
四
年
十
二
且
十
二
日
と
あ
る
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
チ
リ
ザ
ツ
シ
三
州
地
理

難

誌

十

五
加
。
加
賀
滞
給
闘
方
役
所
の
記
録
で
.
御
世
相
側
方

留
記
と
も
い
は
れ
る。

別府
府
に
泌
淫
す
る
領
内
の
地

捌
を
編
成
す
る
錦
、
郡
方
か
ら
笛
跡
・地
形
・産
物
等

を
怨
十
一
げ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

サ
ン
シ
ユ
ウ
チ
リ
シ
コ
ウ
三
州
地
理
志
稿

詳

し
〈
は
加
能
越
三
州
地
理
芯
稿
。

十
五
答
。

内
容
は

お
一
加
白
川
問
、
第
二
加
れ
凶
江
泊
初
、
第
三
加
賀
闘

能
美
仰
、
第
四
加
到
凶
石
川
部
、
第
泣
加
賀
川
問
河
北

郡
、
第
六
越
中
凶
、
第
七
越
中
凶
鱗
披
榔
.
第
八
越

中
凶
射
水
郁
、
第
九
越
中
凶
紛
託
部
、
第
十
越
中
同

新
川
仰
‘第
十
一

能
資
同
‘第
十
二
能
H
W
凶
問
視
咋
郎
、

第
十
三
能
回
官
同
凶
向
初
、
第
十
四
能
町
官
同
邸
主
郷
、

第
十
五
能
奇
凶
珠
洲
似
の
傾
序
に
編
刑
制
せ
ら
れ
て
加

超
能
の
順
序
に
な
っ
て
回
り
、
大
明
一
統
志
の
把
縦

の
峠
抑
制
叫
に
倣
う
た
も
の
と
い
ふ
。
本
訟
の
著
者
は
訴

か
で
な
い
が
、
上
z
一
一
一
州
地
理
志
-
訟
の
文
に
『
網
開
稽
a

太
栄
公
之
命
べ
御
=
=
一
州
之
地
例
。
制
成
。
科
務
z

今

公
之
命
4

地
例
制
問
W
M
功
巾
。
名
目
=
=
一
州
剣
山
由
緒
附
↓

然
主
v
如
a
古
今
之
沿
革
及
山
川
臼
盟
榊
凶
剛
仰
刺
帥
仙
融
持

名
産
古
川
臥
池
坊
之
肌
(
燈
寸
非
z

地
芯
-不
ν

能
ν
詐
a
I
(

既日一由山来
。政
恭内
出ν
命
拠
=
地
迎
中
日
乃
刷
工
ハ
凶
史
及

群
叫
柑
イ
政
経
=
年
序
4

舵
己
主
-v
議
。

仰川
附2
高内
H

4

』
と

あ
る
こ
と
か
ら
考
へ
る
と
、
こ
の
文
に
は
上
表
者
の

名
は
な
い
が
、
矢
狼
り
部
設
の
如
く
印
刷
用
川
畑
の
原

一
到
な
る
べ
く
、
今
公
は
前

m
m脱
を
AU
隙
す
る
。
然

る
に
地
理
志
稿
の
未
完
成
の
位
日
川
は
文
政
十
一

年

に
夜
し
た
の
で
、
そ
の
後
を
承
け
て
部
凶
臥
卿
が
、

自
訟
を
註
記
に
加
へ
た
も
の
と
見
え
、
天
保
元
年
4
1

一
一
同
月
八
日
之
を
滞
侠
に
上
っ
た
-
」
と
は
池
般
公
御
日

記
に
紘
せ
ら
れ
て
居
る
。

こ
の
際
凡
例
に
言
ふ
が
如


